
・レゴラフェニブ
・ラムシルマブ
・カボザンチニブ
・レンバチニブ

• 外科切除、肝移植、局所療法、TACEなどが適応とならない進行例
• PS良好
• Child-Pugh分類A

・ソラフェニブ
・レンバチニブ
・レゴラフェニブ
・ラムシルマブ
・カボザンチニブ
・トレメリムマブ
＋デュルバルマブ
・デュルバルマブ

・ソラフェニブ
・レゴラフェニブ
・ラムシルマブ
・カボザンチニブ

一次薬物療法

薬物療法アルゴリズム

二次薬物療法以降

下線はランダム化比較試験によるエビデンスあり

アテゾリズマブ＋
ベバシズマブ

ソラフェニブ

あり

レンバチニブ

肝細胞癌

デュルバルマブ

なし

・ソラフェニブ
・レンバチニブ
・レゴラフェニブ
・ラムシルマブ
・カボザンチニブ
・アテゾリズマブ
＋ベバシズマブ

トレメリムマブ＋
デュルバルマブ

・ソラフェニブ
・レゴラフェニブ
・レンバチニブ
・ラムシルマブ
・カボザンチニブ

複合免疫療
法の適応
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